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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、看護技術演習の動画補助教材を作成し、学内 LAN を使って配信した。しかし、

e-learning を活用して動画補助教材を視聴した学生は少なかった。プリントのみの補助教材と

プリントと動画の補助教材による看護技術のイメージ化・再現化・習得度の比較は、看護技術

演習終了数か月において有意差を認めた。e-learning を活用した動画補助教材の視聴が少ない

理由は、①学内 LAN での配信のため視聴の時間・場所が制限されたこと、②動画補助教材の視

聴を自己学習としたためと考える。 

 
研究成果の概要（英文）： 
In this study, motion pictures were developed as teaching aid for nursing skill training 
and distributed using a school LAN; however, it was shown that only a few students used 
these materials, adopting the e-Learning system. On comparison of the extent of 
visualization and practice of nursing skills and learning achievements between teaching 
approaches using printed materials only and plus motion pictures/videos, significant 
differences were observed for several months after the termination of training. The 
passive usage of motion pictures/videos based on the e-Learning system may be explained 
by: 1) limited hours and places to use these materials due to the distribution using the 
school LAN; and 2) the adoption of a self-directed learning method. 
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１．研究開始当初の背景 

近年、看護職者には、より患者の視点に立
った質の高い看護の提供が求められている。

質の高い看護の提供のためには、的確な知識
と看護技術に基づいた看護過程の展開が必
要となる。しかし、看護基礎教育における看
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護技術に関しては、平成 19 年度の看護基礎
教育の充実に関する検討会報告書の中で、
『看護業務の複雑化・多様化、国民の医療安
全に関する意識の向上などの中で、学生の看
護技術の実習の範囲や機会が限定されてい
る傾向にある。』とあり、臨地実習での看護
技術の実践の難しさが述べられている。その
一方で、『卒業時に一人でできる看護技術が
少なく、卒後、高度な医療を提供する現場に
ついていけないため早期に離職する者もい
る。』とも述べられており、卒業時の看護技
術能力の向上への対策が求められている。こ
のような状況の中で、各教育機関において、
学内の技術演習時への模擬患者導入の試み
や、看護基礎教育の充実に関する検討会より
看護師教育の技術項目と卒業時の到達度の
提示などがなされている。これらのことから
も、看護基礎教育において、看護技術能力向
上にむけたよりいっそうの工夫が求められ
ていると考える。 

先行研究においては、1980 年以降より看
護基礎教育における画像を活用した教育方
法の CAI（Computer Assisted Instruction）
について多くの成果が発表されている。その
中で CAI の特質として、①学習者のペースに
合わせた主体的学習、個別・反復学習、②即
時のフィードバック基づく自己評価の成立、
③視覚・聴覚を通しての楽しさ、わかりやす
さ、④教育の標準化、内容の均一化などが明
らかとなっている。また、e-learning に関す
る研究では、看護教育における e-learning 展
開の背景とその評価方法に関するものや看
護技術の復習・補足説明などの教材や紙事例
教材の患者のイメージ化を促すことを目的
としたものがあり、教材としての e-learning

の有効性が明らかとなっている。しかし、そ
れと同時に、教材の内容や活用時期などの更
なる検討の必要性も述べられている。 

本研究は、看護技術能力の向上を目指して、
学内の看護技術演習において、紙媒体での補
助教材と e-learning を活用した動画補助教
材を使用した場合の看護技術演習の習得の
違いについて明らかにし、演習に効果的な補
助教材の開発を行なうことである。看護技術
演習の補助教材として e-learning を活用し
た動画補助教材を導入することは、自分のペ
ースで主体的な自己学習・反復学習を行うこ
とができ、技術演習前のイメージ化、技術演
習後の再現化を促すことができ看護技術能
力の向上に寄与するものと考える。 

 

２．研究の目的 

（１）紙媒体のみの補助教材を使用した学内
看護技術演習の学習効果と課題を明らかに
する。 

（２）（１）で得られた結果と文献検討をも
とに学内看護技術演習の動画補助教材を開

発する。 

（３）開発した動画補助教材を使用した学内
看護技術演習の学習効果と課題を明らかに
する。 

 

３．研究の方法 

（１）対象者 
看護系大学に在籍し同一の看護技術演習

を受け、研究参加の承諾が得られた学生とし
た。 
（２）データ収集時期 
① 補助教材に紙媒体のみ使用 
  平成 21 年 7月：看護技術演習終了直後 
  平成 21 年 10 月：看護技術演習後数か月 
② 補助教材に紙媒体と動画を使用 

平成 23 年 5 月：看護技術演習終了直後 
  平成 23 年 10 月：看護技術演習後数か月 
（３）データ収集方法 
① 自記式質問紙を用いた調査を行った。 
② 質問紙の内容：看護技術演習前の輸液ポ

ンプの基本操作の看護技術のイメージ
化や習得に関する「自己学習の回数」「内
容は理解」、「形や大きさのイメージ」、
「仕組みのイメージ」「操作手順のイメ
ージ」、「習得度」、「復習する意欲」など
16 項目とした。そして、看護技術演習後
数か月の輸液ポンプの基本操作の看護
技術の再現化や習得に関する「自己学習
の回数」「内容の理解」、「操作手順の再
現化」、「習得度」、「復習する意欲」など
16 項目とした。これらの項目について、
Visual Analogue Scale を用い、線分上
の左端を「当てはまらない（0）」、線分
上の右端を「当てはまる（10）」とし、
当てはまると思われる線分上の位置に
矢印をつけて回答するように質問紙を
構成した。 
また、輸液ポンプの基本操作や動画補

助教材に関する感想を自由回答で尋ね
た。 

（４）データ分析方法 
 収集されたデータは、質問項目ごとに単純
集計した。そして、看護技術演習前の輸液ポ
ンプの基本操作の看護技術のイメージ化や
習得に関して、補助教材に紙媒体のみ使用し
た場合と紙媒体および動画を使用した場合
の差異がないかをｔ検定により検定した。ま
た、看護技術演習数か月後の輸液ポンプの基
本操作の看護技術の再現化や習得に関して、
補助教材に紙媒体のみ使用した場合と紙媒
体および動画を使用した場合の差異がない
かをｔ検定により検定した。 

（５）倫理的配慮 

 対象者に文書を用いて研究目的および研
究方法、研究への参加や辞退は自由意志であ
ること、不参加や回答の内容は授業評価に全
く関係がないこと、統計処理をするため個人



が特定されないこと、調査目的のみにデータ
を使用すること、研究結果を公表することを
説明した。 

 

４．研究成果 
（１）対象者(表 1) 
 紙媒体のみの補助教材使用（平成 21 年）
では、看護技術演習前が質問紙の配布数 60
部に対し、回収数 59 部(回収率 98％)、有効
回答数 59 部（有効回答率 100％）であった。
看護技術演習後数か月では、質問紙の配布数
57 部に対し、回収数 39 部(回収率 68％)、有
効回答数39部（有効回答率100％）であった。
動画と紙媒体の補助教材使用（平成 23 年）
では、看護技術演習前が質問紙の配布数 60
部に対し、回収数 60 部(回収率 100％)、有効
回答数 55 部（有効回答率 92％）であった。
看護技術演習後数か月では、質問紙の配布数
60 部に対し、回収数 58 部(回収率 97％)、有
効回答数 51 部（有効回答率 88％）であった。
動画補助教材の視聴の有無は、看護技術演習
前にe-learningを活用して視聴した学生が2
名（4％）であった。看護技術演習後数か月
においては、e-learning を活用して視聴し
た学生 1 名（2％）、演習室内の備え付けのパ
ソコンを使用した学生 33 名（65％）であっ
た。 
 

表１．動画補助教材の視聴の有無 
 
 
 
 
 
 
 
（２）動画補助教材について 
輸液ポンプの基本操作の動画補助教材の

作成にあたっては、画像が視聴しやすくなる
ように留意し撮影、編集を行った。動画補助
教材の内容は、学生が紙媒体の補助教材で確
認しながら動画の視聴を進められるように
紙媒体の補助教材と同様とした。そして、輸
液ポンプの基本操作の手順に沿って音声お
よび文字で説明を加えた動画（5分 56 秒）を
作成した。作成した動画は、学内 LAN を使っ
て配信した。学生には、看護技術演習前に学
内のパソコンから動画の視聴が可能である
こと、動画を視聴するための URL について文
書を用いて説明した。看護技術演習後数か月
の時期には、演習室内に動画の視聴が可能な
パソコンを設置した。これにより、学生が演
習室で看護技術の自己学習を行う際に自由
に視聴できるようになった。 
動画補助教材のわかりやすさについては、

看護技術演習後数か月において、「資料の内
容は理解しやすかった」に有意差（ｐ＜0.01）

がみられた。このことは、動画の特質のひと
つである視覚・聴覚を通しての楽しさ、わか
りやすさが影響したためと考える。学生から
も、「わかりやすかった」、「プリントだけで
は分らないところが確認できた」、「前回の演
習のことを思い出しながら見た」などの意見
があった。動画による補助教材は、既習の看
護技術の再現化や更なる習得に有効である
と考える。 
 

（３）看護技術演習前の輸液ポンプの基本操
作のイメージ化や習得度の比較（表 2） 
 動画補助教材を視聴した学生が少ないた
め、紙媒体のみの補助教材を使用の場合と動
画と紙媒体の補助教材を使用の場合のイメ
ージ化には有意差がなかった。習得度に関し
ては、「輸液ポンプの操作が上手くできたと
思う」に有意差（ｐ＜0.01）があり、動画と
紙媒体の補助教材を使用した学生の評価が
低かった。また、「資料を用いて輸液ポンプ
の操作方法について復習しようと思う」は、
動画と紙媒体の補助教材を使用した学生の
評価が高かった。このことは、輸液ポンプの
基本操作の技術演習を十分に行うことがで
きず、看護技術習得に向けた意欲が高くなっ
たためと考える。 
 
表 2．看護技術演習前の輸液ポンプの基本操
作のイメージ化や習得度の比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）看護技術演習後数か月の輸液ポンプの
基本操作の再現化や習得度の比較（表 3） 

e-learning

を

活用し視聴

演習室内の

パソコンで

視聴

視聴してい

ない

看護技術

演習前
2 53

看護技術

演習後5か月
1 33 17

データの概要
補助教材の

種類
平均値 標準偏差

紙媒体のみ 6.86 2.08

動画と紙媒体 7.09 1.75

紙媒体のみ 5.17 3.60

動画と紙媒体 5.41 3.64

紙媒体のみ 4.44 2.83

動画と紙媒体 4.61 2.57

紙媒体のみ 5.18 2.69

動画と紙媒体 5.65 2.37

紙媒体のみ 5.89 2.42

動画と紙媒体 5.98 2.47

紙媒体のみ 2.83 2.83

動画と紙媒体 2.35 2.27

紙媒体のみ 6.01 2.30

動画と紙媒体 2.35 2.27

紙媒体のみ 5.07 2.36

動画と紙媒体 5.04 2.40

紙媒体のみ 6.55 2.05

動画と紙媒体 6.74 2.30

紙媒体のみ 4.46 2.67

動画と紙媒体 5.14 2.31

紙媒体のみ 5.72 2.39

動画と紙媒体 6.59 1.88

ｐ＜0.05＊　　ｐ＜0.01＊＊

復習しようと思う

内容は理解しやすかっ
た

資料以外の教材を用い
た

形や大きさがイメージ
できた

仕組みがイメージでき
た

操作手順がイメージで
きた

デモなしでできる

上手くできた

下級生に教えられる

明日できる

三か月後にできる

＊

＊＊



 紙媒体のみの補助教材を使用した場合と
動画と紙媒体の補助教材を使用した場合の
再現化の差異は、「使用した資料によって輸
液ポンプの操作手順を思い出すことができ
た」において有意差（ｐ＜0.05）がみられた。
また、習得度に関しても、「輸液ポンプの操
作が上手くできたと思う」、「下級生に、ご自
分が使用した資料を使って同じように輸液
ポンプの操作方法を教えることができる」、
「1 週間後に、ご自分が使用した資料を使い
ながら輸液ポンプの操作をひとりで行うこ
とができる」において有意差（ｐ＜0.01、ｐ
＜0.05）がみられた。動画補助教材は、既習
の看護技術の再現化および習得に有効と考
える。 
 
表３．看護技術演習後数か月の輸液ポンプの
基本操作の再現化や習得度の比較 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）e-learning の利用環境について 
本研究においては、e-learning を活用し

て動画補助教材の視聴した学生が少なかっ
た。その理由は、①学内 LAN での配信のた
め視聴の時間・場所が制限されたこと、②動
画補助教材の視聴を自己学習の一環と位置
づけたためと考えられる。学生からも、「忙
しくて学内のパソコンがある場所へ行けな
かった」、「家からみられないので不便」、「課
題がたくさんあるので見る時間がない」など
の意見があった。今後はデータの安全性を保
ちながら、学生が視聴する時間・場所を限定

されないように配信することや自己学習を
しやすい環境を整えていくことが課題であ
る。 
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データの概要
補助教材の

種類
平均値 標準偏差

紙媒体のみ 5.54 2.78

動画と紙媒体 7.86 2.01

紙媒体のみ 1.47 2.48

動画と紙媒体 2.75 3.11

紙媒体のみ 6.41 2.90

動画と紙媒体 7.72 2.10

紙媒体のみ 4.69 2.14

動画と紙媒体 6.86 2.03

紙媒体のみ 3.42 1.86

動画と紙媒体 5.00 2.79

紙媒体のみ 5.22 2.68

動画と紙媒体 6.40 2.35

紙媒体のみ 4.35 2.78

動画と紙媒体 5.36 2.69

紙媒体のみ 5.81 2.41

動画と紙媒体 6.58 2.45

紙媒体のみ 7.19 2.29

動画と紙媒体 7.04 2.04

ｐ＜0.05＊　　ｐ＜0.01＊＊

復習しようと思う

内容は理解しやすかっ

た

操作を思い出すことが

できた

資料以外の教材を用い
た

上手くできた

下級生に教えられる

一週間後にできる

三か月後にできる

実習でできる

＊＊

＊

＊

＊

＊＊

＊


